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【手続補正書】
【提出日】平成27年11月24日(2015.11.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも１個の第１巻線（ＷＡ１－ＷＡｎ、ＷＡ１’－ＷＡｎ’、ＷＡ１’’－ＷＡ

ｎ’’）を備えた第１巻線部であって、前記少なくとも１個の第１巻線（ＷＡ１－ＷＡｎ

、ＷＡ１’－ＷＡｎ’、ＷＡ１’’－ＷＡｎ’’）は、第１フラットバンドスタック（Ｓ
Ｔ）として構成されている電気的に絶縁された平行な少なくとも２個のフラットバンド導
体（Ｓ１－Ｓ６、Ｓ１’－ Ｓ５’）を備える第１巻線部（ＷＡ、ＷＡ’、ＷＡ’’、Ｗ

Ａ’’’）と、
　少なくとも１個の第２巻線（ＷＢ１－ＷＢｎ、ＷＢ１’－ＷＢｎ’、ＷＢ１’’－ＷＢ

ｎ’’）を備えた第２巻線部であって、前記少なくとも１個の第２巻線（ＷＢ１－ＷＢｎ

、ＷＢ１’－ＷＢｎ’、ＷＢ１’’－ＷＢｎ’’）は、第２フラットバンドスタック（Ｓ
Ｔ’）として構成されている電気的に絶縁された平行な少なくとも２個のフラットバンド
導体（Ｓ１－Ｓ６、Ｓ１’－ Ｓ５’）を備える第２巻線部（ＷＢ、ＷＢ’、ＷＢ’’、
ＷＢ’’’）と、を備え、
　前記第１巻線部（ＷＡ、ＷＡ’、ＷＡ’’、ＷＡ’’’）の前記フラットバンド導体（
Ｓ１－Ｓ６、Ｓ１’－ Ｓ５’）の第１端部は、交差接続部（ＣＣ、ＣＣ１－ＣＣ２、Ｃ

Ｃ、ＣＣ１－ＣＣ５）において、前記第１フラットバンドスタック（ＳＴ）内で積層配列
を流れる第１電流が、前記第２フラットバンドスタック（ＳＴ’）内で積層配列を流れる
第２電流とは逆向きになるように、前記第２巻線部（ＷＢ、ＷＢ’、ＷＢ’’、ＷＢ’’
’）の前記フラットバンド導体（Ｓ１－Ｓ６、Ｓ１’－ Ｓ５’）の第１端部に交差して
接続され、
　前記第１巻線部（ＷＡ、ＷＡ’、ＷＡ’’、ＷＡ’’’）の前記フラットバンド導体（
Ｓ１－Ｓ６、Ｓ１’－ Ｓ５’）の第２端部は、第１電気タップ（Ｔ１、Ｔ１’、Ｔ１’
’）に少なくとも電気的に接続され、
　前記第２巻線部（ＷＢ、ＷＢ’、ＷＢ’’、ＷＢ’’’）の前記フラットバンド導体（
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Ｓ１－Ｓ６、Ｓ１’－ Ｓ５’）の第２端部は、第２電気タップ（Ｔ２、Ｔ２’、Ｔ２’
’）に少なくとも電気的に接続される、
　誘導性部品（Ｉ１－Ｉ１２）の巻線構造。
【請求項２】
　少なくとも１個の第１巻線（ＷＡ１－ＷＡｎ、ＷＡ１’－ＷＡｎ’、ＷＡ１’’－ＷＡ

ｎ’’）は、誘導性部品（Ｉ１－Ｉ１２）の巻線構造の仮想軸（ＡＶ、ＡＶ’）に対して
第１巻回方向（ＤＣＣ）に巻かれ、
　少なくとも１個の第２巻線（ＷＢ１－ＷＢｎ、ＷＢ１’－ＷＢｎ’、ＷＢ１’’－ＷＢ

ｎ’’）は、誘導性部品（Ｉ１－Ｉ１２）の巻線構造の仮想軸（ＡＶ、ＡＶ’）に対して
第１巻回方向（ＤＣＣ）とは反対方向の第２巻回方向（ＤＣＷ）に巻かれる、
　請求項１に記載の誘導性部品の巻線構造。
【請求項３】
　第１磁性コア（１Ａ’’’）に接して巻かれる少なくとも１個の第１巻線（ＷＡ１－Ｗ

Ａｎ、ＷＡ１’－ＷＡｎ’、ＷＡ１’’－ＷＡｎ’’）と、
　第２磁性コア（１Ｂ’’’）の周りに巻かれる少なくとも１個の第２巻線（ＷＢ１－Ｗ

Ｂｎ、ＷＢ１’－ＷＢｎ’、ＷＢ１’’－ＷＢｎ’’）と、を備える、
　請求項１に記載の誘導性部品の巻線構造。
【請求項４】
　前記積層配列は、前記第１磁性コア（１ａ’’’）および前記第２磁性コア（１ｂ’’
’）の周りにそれぞれ巻かれる前記少なくとも１個の第１巻線（ＷＡ１－ＷＡｎ、ＷＡ１

’－ＷＡｎ’、ＷＡ１’’－ＷＡｎ’’）および前記少なくとも１個の第２巻線（ＷＢ１

－ＷＢｎ、ＷＢ１’－ＷＢｎ’、ＷＢ１’’－ＷＢｎ’’）によって逆向きにされ、Ｓ字
状の構造をなす、
　請求項３に記載の誘導性部品の巻線構造。
【請求項５】
　磁性コア（１、１’、１’’）と、
　前記第１巻回方向（ＤＣＣ）において前記コアの周りに巻かれる前記少なくとも１個の
第１巻線（ＷＡ１－ＷＡｎ、ＷＡ１’－ＷＡｎ’、ＷＡ１’’－ＷＡｎ’’）と、
　前記第２巻回方向（ＤＣＷ）において前記コアの周りに巻かれる前記少なくとも１個の
第２巻線（ＷＢ１－ＷＢｎ、ＷＢ１’－ＷＢｎ’、ＷＢ１’’－ＷＢｎ’’）と、を備え
る、
　請求項１または２に記載の誘導性部品の巻線構造。
【請求項６】
　前記第１巻線部（ＷＡ、ＷＡ’、ＷＡ’’、 ＷＡ’’’）と前記第２巻線部（ＷＢ、
ＷＢ’、ＷＢ’’、 ＷＢ’’’）とは実質的に対称に構成される、
　請求項１乃至５のいずれか１項に記載の誘導性部品の巻線構造。
【請求項７】
　前記第１巻線部（ＷＡ、ＷＡ’、ＷＡ’’、ＷＡ’’’）は、
複数の第１巻線（ＷＡ１－ＷＡｎ、ＷＡ１’－ＷＡｎ’、ＷＡ１’’－ＷＡｎ’’）と、
　直接接続部（ＣＤ、ＣＤ１－ＣＤ２、ＣＤ、ＣＤ１－ＣＤ５）内で電気的に直列接続さ
れる少なくとも２個の前記第１巻線（ＷＡ１－ＷＡｎ、ＷＡ１’－ＷＡｎ’、ＷＡ１’’
－ＷＡｎ’’）の電気導体と、
　交番方向に巻かれる少なくとも２個の前記第１巻線（ＷＡ１－ＷＡｎ、ＷＡ１’－ＷＡ

ｎ’、ＷＡ１’’－ＷＡｎ’’）と、を備える、
　請求項１乃至６のいずれか１項に記載の誘導性部品の巻線構造。
【請求項８】
　前記第２巻線部（ＷＢ、ＷＢ’、ＷＢ’’、ＷＢ’’’）は、
複数の第２巻線（ＷＢ１－ＷＢｎ、ＷＢ１’－ＷＢｎ’、ＷＢ１’’－ＷＢｎ’’）と、
　直接接続部（ＣＤ、ＣＤ１－ＣＤ２、ＣＤ、ＣＤ１－ＣＤ５）内で電気的に直列接続さ
れる少なくとも２個の前記第２巻線（ＷＢ１－ＷＢｎ、ＷＢ１’－ＷＢｎ’、ＷＢ１’’
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－ＷＢｎ’’）の電気導体と、
　交番方向に巻かれる少なくとも２個の前記第２巻線（ＷＢ１－ＷＢｎ、ＷＢ１’－ＷＢ

ｎ’、ＷＢ１’’－ＷＢｎ’’）と、を備える、
　請求項１乃至７のいずれか１項に記載の誘導性部品の巻線構造。
【請求項９】
　前記交差接続部（ＣＣ、ＣＣ１－ＣＣ２、ＣＣ、ＣＣ１－ＣＣ５）は、前記少なくとも
１個の第１巻線（ＷＡ１－ＷＡｎ、ＷＡ１’－ＷＡｎ’、ＷＡ１’’－ＷＡｎ’’）およ
び前記少なくとも１個の第２巻線（ＷＢ１－ＷＢｎ、ＷＢ１’－ＷＢｎ’、ＷＢ１’’－
ＷＢｎ’’）の最も内側のループに配される、
　請求項１および２および請求項５乃至８のいずれか１項に記載の誘導性部品の巻線構造
。
【請求項１０】
　前記交差接続部（ＣＣ、ＣＣ１－ＣＣ２、ＣＣ、ＣＣ１－ＣＣ５）は、前記少なくとも
１個の第１巻線（ＷＡ１－ＷＡｎ、ＷＡ１’－ＷＡｎ’、ＷＡ１’’－ＷＡｎ’’）およ
び前記少なくとも１個の第２巻線（ＷＢ１－ＷＢｎ、ＷＢ１’－ＷＢｎ’、ＷＢ１’’－
ＷＢｎ’’）の最も外側のループに配される、
　請求項１および２および請求項５乃至８のいずれか１項に記載の誘導性部品の巻線構造
。
【請求項１１】
　前記交差接続部（ＣＣ、ＣＣ１－ＣＣ２、ＣＣ、ＣＣ１－ＣＣ５）は、電気配線構造に
よって実現される、
　請求項１乃至１０のいずれか１項に記載の誘導性部品の巻線構造。
【請求項１２】
　前記交差接続部（ＣＣ、ＣＣ１－ＣＣ２、ＣＣ、ＣＣ１－ＣＣ５）は、前記少なくとも
１個の第１巻線部（ＷＡ、ＷＡ’、ＷＡ’’、ＷＡ’’’）および／または前記少なくと
も１個の第２巻線部（ＷＢ、ＷＢ’、ＷＢ’’、ＷＢ’’’） の折畳み構造によって実
現される、
　請求項１乃至１１のいずれか１項に記載の誘導性部品の巻線構造。
【請求項１３】
　前記第１巻線部（ＷＡ、ＷＡ’、ＷＡ’’、ＷＡ’’’）および前記第２巻線部（ＷＢ

、ＷＢ’、ＷＢ’’、ＷＢ’’’）は、それらの間に前記交差接続部（ＣＣ、ＣＣ１－Ｃ

Ｃ２、ＣＣ、ＣＣ１－ＣＣ５）を備え、１個の単一の長手方向のフラットバンドスタック
の折畳み構造によって実現される、
　請求項１２に記載の誘導性部品の巻線構造。
【請求項１４】
　前記第１巻線部（ＷＡ、ＷＡ’、ＷＡ’’、ＷＡ’’’）および前記第２巻線部（ＷＢ

、ＷＢ’、ＷＢ’’、ＷＢ’’’）は、それらの間に前記交差接続部（ＣＣ、ＣＣ１－Ｃ

Ｃ２、ＣＣ、ＣＣ１－ＣＣ５）を備え、１個のＵ字状のフラットバンドスタックの折畳み
構造によって実現され、
　前記第１巻線部（ＷＡ、ＷＡ’、ＷＡ’’、ＷＡ’’’）は、前記Ｕ字状のフラットバ
ンドスタックの第１腕部によって形成され、
　前記第２巻線部（ＷＢ、ＷＢ’、ＷＢ’’、ＷＢ’’’）は、前記Ｕ字状のフラットバ
ンドスタックの第２腕部によって形成され、
　前記交差接続部は、前記Ｕ字状のフラットバンドスタックの接続要素によって形成され
、
　前記接続要素は、前記Ｕ字状のフラットバンドスタックの前記第１腕部と前記第２腕部
とを接続する、
　請求項１２に記載の誘導性部品の巻線構造。
【請求項１５】
　請求項１乃至１４のいずれか１項に記載の少なくとも１個の誘導性部品の巻線構造を備
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える、
　変圧器。
【請求項１６】
　少なくとも１個の第１巻線（ＷＡ１－ＷＡｎ，ＷＡ１’－ＷＡｎ’、ＷＡ１’’－ＷＡ

ｎ’’）を備えた第１巻線部であって、前記少なくとも１個の第１巻線（ＷＡ１－ＷＡｎ

，ＷＡ１’－ＷＡｎ’、ＷＡ１’’－ＷＡｎ’’）は、少なくとも２個の電気的に絶縁さ
れた平行なフラットバンド導体（Ｓ１－Ｓ６、Ｓ１’－ Ｓ５’）を備え、前記第１巻線
（ＷＡ１－ＷＡｎ，ＷＡ１’－ＷＡｎ’、ＷＡ１’’－ＷＡｎ’’）はフラットバンドス
タックとして構成される第１巻線部（ＷＡ、ＷＡ’、ＷＡ’’、ＷＡ’’’）を提供する
ステップと、
　少なくとも１個の第２巻線（ＷＢ１－ＷＢｎ，ＷＢ１’－ＷＢｎ’、ＷＢ１’’－ＷＢ

ｎ’’）を備えた第２巻線部であって、前記少なくとも１個の第２巻線（ＷＢ１－ＷＢｎ

，ＷＢ１’－ＷＢｎ’、ＷＢ１’’－ＷＢｎ’’）は、少なくとも２個の電気的に絶縁さ
れた平行なフラットバンド導体（Ｓ１－Ｓ６、Ｓ１’－ Ｓ５’）を備え、前記第２巻線
（ＷＢ１－ＷＢｎ，ＷＢ１’－ＷＢｎ’、ＷＢ１’’－ＷＢｎ’’）はフラットバンドス
タックとして構成される第２巻線部（ＷＢ、ＷＢ’、ＷＢ’’、ＷＢ’’’）を提供する
ステップと、
　誘導性部品（Ｉ１－Ｉ１２）の巻線構造の仮想軸（ＡＶ、ＡＶ’）に対して、第１巻回
方向（ＤＣＣ）に前記少なくとも１個の第１巻線（ＷＡ１－ＷＡｎ，ＷＡ１’－ＷＡｎ’
、ＷＡ１’’－ＷＡｎ’’）を巻くステップと、
　誘導性部品（Ｉ１－Ｉ１２）の巻線構造の仮想軸（ＡＶ、ＡＶ’）に対して、第１の巻
回方向（ＤＣＣ）とは逆方向である第２巻回方向（ＤＣＷ）に前記少なくとも１個の第２
巻線（ＷＢ１－ＷＢｎ，ＷＢ１’－ＷＢｎ’、ＷＢ１’’－ＷＢｎ’’）を巻くステップ
と、
　前記第１フラットバンドスタック（ＳＴ）内で積層配列を流れる第１電流が、前記第２
フラットバンドスタック（ＳＴ’）内で積層配列を流れる第２電流と逆方向になるように
、前記第１巻線部（ＷＡ、ＷＡ’、ＷＡ’’、ＷＡ’’’）の前記フラットバンド導体（
Ｓ１－Ｓ６、Ｓ１’－Ｓ５’）を前記第２巻線部（ＷＢ、ＷＢ’、ＷＢ’’、ＷＢ’’’
）の前記フラットバンド導体（Ｓ１－Ｓ６、Ｓ１’－Ｓ５’）に交差接続するステップと
、
　前記第１巻線部（ＷＡ、ＷＡ’、ＷＡ’’、ＷＡ’’’）の前記フラットバンド導体（
Ｓ１－Ｓ６、Ｓ１’－Ｓ５’）の第２端部を第１電気タップ（Ｔ１、Ｔ２、Ｔ１’、Ｔ２
’、Ｔ１’’、Ｔ２’’）に少なくとも電気的に接続するステップと、
　前記第２巻線部（ＷＢ、ＷＢ’、ＷＢ’’、ＷＢ’’’）の前記フラットバンド導体（
Ｓ１－Ｓ６、Ｓ１’－Ｓ５’）の第２端部を第２電気タップ（Ｔ１、Ｔ２、Ｔ１’、Ｔ２
’、Ｔ１’’、Ｔ２’’）に少なくとも電気的に接続するステップと、を備える、
　請求項１乃至１５のいずれか１項に記載の誘導性部品の巻線構造の製造方法。
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